
第73巻　第2号，2014（293～299） 293

研 究

発達障害児をもつ母親の育児上の体験

一障害名を告げられてから就学前の時期一

吉　野　妙　子

〔論文要旨〕

　本研究は，小学校低学年の発達障害児をもつ母親を対象に，子どもの障害名を告げられてから就学前までの育児

上の体験を明らかにすることを目的とした。13名の対象者に半構i成的面接を行った。得られたデータを，障害名を

告げられた直後とその後の幼児期の体験に分けた。そして，育児の視点から意味内容の類似性・相違性を検討しな

がら，分類することを繰り返した。その結果，障害名を告げられた直後では，【障害の診断に悲観的な感情を持つ】，

【診断により子どもの行動とその対応へのわだかまりがとける】などの3つの体験が抽出された。また，診断を受

けた後の幼児期は，【子どもへの対応がうまくいかない苦しさに自分の感情をコントロールする】，【診断を受けた

ことに対して肯定的な思いを持つようになる】などの5つの体験が抽出された。診断を受けたことは，母親が子ど

もへの対応を理解し，育児に対する気持ちを楽にする体験につながっていた。しかし，障害の診断を受けたことに

悲観的な感情を持つ体験や，子どもの成長発達により，対応を変化させることに困難を感じる体験をしていたよう

に，相反する体験をしていた。そこで，母親が気軽に相談できる機会を提供するなどの支援の必要性が示唆された。
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1．研究背景

　発達障害とは，発達の過程で見られる行動，コミュ

ニケーションや社会適応の問題を主とする障害であ

りD，自閉症，アスペルガー症候群その他の広汎性発

達障害，学習障害，注意欠陥多動性障害その他これに

類する脳機能の障害であって，その症状が通常低年齢

において発現するもの2）と発達障害者支援法にて定め

られている。そのような子どもの発達に問題があるの

ではないかと母親が気づく時期は，1歳半～2歳であ

りその診断が行われる時期は，3歳前後に多い3，4）とい

われている。しかし，幼児期は生活の中心が家庭にあ

ることで，母親は自らが，支援を望み行動しなければ

周囲からのサポートを受けにくく，必要な支援を受け

られていない5［ことも多い。

　発達障害児をもつ母親の，育児不安や発達上の心配

に関する先行研究においては，発達障害児をもたない

母親より，発達障害が疑われる子どもの母親の方が育

児不安や発達上の心配を持つ割合が高い6）結果が得ら

れている。その具体的内容は，「受診するまでの間隔

が長くその間に不安が募る」，「相談できる場所が身近

にあるとよい」7）ことなどがあげられている。また，

発達障害児をもつ母親の育児ストレスに関する研究に

おいては，発達障害をもたない児の母親やその他の障

害をもつ児の母親と比較し育児ストレスを感じる割合

は高く，それが母親の生活の質・抑うつなどに関連し

ている8～1°乏いう結果が示されている。そして，発達
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障害児をもつ母親が育児ストレスを強く感じるのは，

子どもの特徴・子どもとの絆に関するものが多い8）。

また，子どもの特性が，発達障害児をもつ母親の育児

ストレスを感じることにつながり，子どもに愛着を感

じにくいことに影響している1°）と報告されている。そ

して，注意欠陥多動性障害児の行動特徴と母親から子

どもへの情動表出についての研究において，診断後は，

入学前・後と比較して，肯定的な「母親の情動体験」，「母

親の行動」が増加していた11）。また，注意欠陥多動性

障害児をもつ母親は，その障害の特徴による育てにく

さを感じ，「可愛くない」，「離れたかった」など否定

的な情動体験の中で「叩く」，「あたる」という養育行

動に至っていた11）という結果が報告されている。

　このように，発達障害児をもつ母親の育児不安や育

児ストレス，発達上の心配などに関する研究は複数行

われている。しかし，発達障害児をもつ母親の育児体

験についてありのままに質的に検討した研究はほとん

どない。そこで，母親の育児上の体験を明らかにする

ことにより，受診までの体験を受け止めることや，受

診後，子どもの成長発達によって起こりうる体験につ

いて予測でき，支援を行うことが可能となると考える。

よって，本研究は幼児期にある発達障害児への支援を

検討するために，発達障害児をもつ母親を対象に子ど

もの出生から就学までの育児上の体験を明らかにする

ことを目的とし，今回は子どもの障害名を告げられて

から就学前までの育児上の体験について明らかにする。

2．用語の定義

　発達障害：知能障害がない注意欠陥多動性障害・学

習障害・高機能広汎性発達障害（高機能自閉症，アス

ペルガー症候群含む）とする。

　育　児：身体的および精神的な成長発達を促し，基

本的生活習慣の自立を図り社会に適応すべく能力を育

むこととする。

　体験：出来事に対して自分自身が考えたこと，感

じたこと，行ったこと，またそうした過程とする。

ll．研究方法

1．研究対象者

　Aクリニックの発達外来に通院しており，子ども

が幼児期に発達障害と診断を受け，小学校低学年にあ

る子どもをもつ母親とした。さらに，精神的に安定し

ていると医師が判断し，研究者による研究参加依頼に

小児保健研究

同意が得られた母親13名とした。

2．データ収集方法

　半構成化質問紙を用いて，育児をしてきた中で印象

に残った出来事，診断前後の出来事等の半構成的面接

を行った。面接は研究対象者1人につき原則として1回，

外来診察室の個室あるいはプライバシーが保て，会話に

集中できる研究対象者の都合の良い場所で行った。内容

は，事前に同意を得てICレコーダーに録音した。

3．倫理的配慮

　口頭および書面にて研究の目的や方法を説明した。

そして，参加は自由意思であること，参加の拒否や同

意後の撤回の保証と不利益は生じないこと，発生しう

るリスクとその対処方法，プライバシーと個人情報の

保証について口頭および書面にて説明した。データは

匿名とし，個人が特定できないように取り扱った。

　なお，本研究は順天堂大学大学院医療看護学研究科

研究等倫理委員会と研究協力施設の倫理委員会による

承認を受けた後に実施した。

4，データ分析方法

　録音した面接内容から逐語録を作成し，事例ごと

に，文脈に留意しながら育児上の体験についての語り

を意味の読み取れる単位で抽出した。それを育児の視

点から命名し，1次コードとした。1次コードを確認

し，障害名を告げられた直後の時期と，その後の幼児

期の時期（以降診断後と表記する）に分けた。それ

らを育児の視点から，意味内容の類似性・相違性を検

討しながら分類し，育児の視点から命名したものを2

次コードとした。次に，13名分の2次コードを確認し，

育児の視点から意味内容の類似性・相違性を検討しな

がら，分類することを繰り返し，サブカテゴリー・カ

テゴリーとした。これらの質的帰納的分析は，これ以

上まとめると抽象度が高くなり，特徴が損なわれると

判断される段階まで行った。以上を逐語録と照らし合

わせながら実施し，2名の小児看護学の専門家より継

続的にスーパーバイズを受けながら実施することで信

頼性の確保に努めた。

皿．結 果

1　研究対象者の概要

母親の年齢は26～45歳（平均363歳）， 子どもの年
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齢は6～9歳（平均7．5歳）であった。また，子ども

の発達障害は，注意欠陥多動性障害7名，学習障害3

名，高機能広汎性発達障害7名であった。そして，初

回受診の時期は平均4．6歳で，平均4．9歳で診断を受け

ていた。面接時期は平成23年5～10月であり，面接時

間は40～100分（平均70分）であった。

2．発達障害児をもつ母親の診断後の育児上の体験

　母親の語りから，診断の直後とその後の時期では母

親の体験は変化するため，診断直後の時期と診断後の

2つの時期に分けて示し，それぞれについて分析を

行った。【】はカテゴリー，《　》はサブカテゴリー，

〔〕は3次コード，「　」は特徴的な母親の語りを示す。

1）障害名を伝えられた直後（表1）

　この時期の母親の体験について分析した結果，3次

コード（8），サブカテゴリー（5），カテゴリー（3）が

抽出された。（）内は抽出された数を示す。

（1）【障害の診断に悲観的な感情を持つ】

　診断直後に母親は「ちょっとやっぱりショックでした

ね…支援学校までは行かなくてもいいけどと，言われて」

などのように〔思っていなかった障害名を伝えられ

ショックを受ける〕，〔思っていたよりも重い障害名を

伝えられショックを受ける〕という《思っていたより

重い障害の診断にショックを受ける》体験をしていた。

また，「診断されてしばらくは，自分の子がなんでこうい

う障害をもってしまったんだろうって，まず自分をすご

く責めて…」などのように〔自分の子どもが障害をもっ

たことへの自己非難の気持ちを持つ〕，〔診断により見

通しの立たない不安がある〕という《障害の不明確さ

により自責と不安な感情を持つ》体験をしていた。

（2）【診断により子どもの行動とその対応へのわだかまり

　がとける】

　母親は「…すっきりしたというか…どうしてこういう

特徴があるのかというのを知ったほうが育てやすいので，

そういうことがわかると育てやすくなる，接しやすくな

る」などのように〔子どもの行動の問題へのもやもや

した思いが診断によりすっきりした気持ちになる〕，

〔子どもの特徴と対応が理解できすっきりした気持ち

を持つ〕という《子どもの問題となる行動と対応への

もやもやした思いが診断によりすっきりする》体験を

していた。

（3）【診断を受け入れる思いとあきらめられない思いに揺

　れ，医師に確認する】

　「…そこ（診断）の事実は変わらないんですかって，一

度医師に聞いたことがある…」のように〔診断を受け

入れなければという思いとあきらめられない思いに揺

れる〕，そして，〔診断が違って欲しいという思いを医

師に確認する〕という《診断を受け入れる思いとあき

表1　障害名を告げられた直後　カテゴリー一覧

2次コード 3次コード サプカテゴリー カテゴリー

広汎性発達障害の診断の断定にショックで動揺する

子どもの発達障害の診断にショックで動揺する 思っていなかった障害名を伝えられ

ショックを受ける子どもに発達障害があることを言われ，当てはまるためショックで動揺する

発達障害の診断を受け，その後の記憶がないほどショックを受け動揺する
思っていたより重い障害の診

断にショックを受ける

障害の診断に支援学級を考えるほどの障害なのかとショックで動揺する 思っていたよりも重い障害名を伝えら

れショックを受ける
障害の診断に悲観的な感

情を持つ
完治しない障害の診断にショックで動揺する

診断を受け，しばらくはなぜ自分の子が障害をもったのか自分を責める気持ちを持つ

診断を受けたときはなぜ障害がある子が生まれたのかという思いを持つ
自分の子どもが障害をもったことへの

自己非難の気持ちを持つ
発達障害の診断になぜなのか、すきでなったわけではないという思いを持つ

障害の不明確さにより自責と

不安な感情を持つ
診断により半信半疑，今後の見通しがない関わりの不安がある

子どもの発達障害の診断に自責の思い，将来の見通しがなく落ち込む

診断により見通しの立たない不安があ

る

発達障害の疑いを受け入れない親と比較しやっぱりとすんなり受け入れたと感じる

子どもの発達のもやもやした気持ちが相談診断ですっきりする

子どもの行動の問題へのもやもやした

思いが診断によりすっきりした気持ち

になる診断により他の子と違う行動の原因がわかり安心する

子どもの問題となる行動と対

応へのもやもやした思いが診

断によりすっきりする

診断により子どもの行動

とその対応へのわだかま

りがとける
発達障害の診断に発達の遅れの原因，特徴，関わりがわかりすっきりしたと感じる

子どもの特徴と対応が理解できすっき

りした気持ちを持つ

診断を受け入れなければという思いとあきらめがつかない思いを持つ

発達障害の事実は変わらないのかという思いを持つ

診断を受け入れなければという思いと

あきらめられない思いに揺れる

診断を受け入れる思いとあき

らめられない思いに揺れる

障害の改善，診断が違うことを2つの病院で確認する

診断を受け入れる思いと

あきらめられない思いに

揺れ，医師に確認する

家族に子どもは大丈夫と言われ，発達障害の事実は変わらないのか確認する行動をとる

診断が違って欲しいという思いを医師

に確認する

診断が違うことを医師に確認

する
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表2　診断後 カテゴリー一覧

2次コード 3次コード サプカテゴリー カテゴリー

子どもの好きなものと過去への強いこだわりを把握する

子どもが他の人と関わることができない原因は緊張のためととらえる

子どもの行動を振り返り子どもの特性を理解する

子どもは臨機応変にできず．想定外のことにパニックを起こすと理解する
子どもの行動の問題が障害の

症状によるものと理解する
幼稚園での友だちへの問題行動は気持ちを伝えられないためと理解する

子どもの行動の問題が障害の

症状によるものと理解する
睡眠時におむつを使用するのは，以前に怒られたことを引きずりまた怒られることが怖いためと理解する

普通の感覚での説明が理解できないのは障害のためと理解する

排泄の自立の遅れは差恥心が欠けているためと理解する

友だちと遊ぶことはしていたが言葉でのコミュニケーションはとれていなかったと考える

子どもの行動を振り返り障害

の症状があったと理解する

自分の子どもへの関わりが子どもの行動に影響したと振り返り，遅れの原因を理解する 自分の関わりが子どもの行動

に影響することを理解する
自分の関わりが子どもの行動に影響したと振り返り．遅れの原因を理解する 生活環境が子どもの行動に影

響することを理解する

きょうだいの出生．幼稚園が変わるという子どもに合った生活環境の変化により成長したと理解する
生活環境の変化による子ども

の成長発達を理解する

子どものこだわり，興味の方に行く．言葉より手がでる特性に気がつき困る

慣れないものや見通しが立たないことに不安で泣く子どもへの対応に苦労する

自分が意識して見ることで子

どもの障害の症状に新たに気

づく

意識的な見方で障害の症状に

気づく

障害の症状と生活環境が

子どもの行動に影響する

ことを理解し子どもを否

定しない対応をする発達障害に関する学習によりほめる，怒らない関わりをする

怒られたことを長くひきずる子どもに専門家の助言でそのままにする

他者からの助言で子どもの対応は否定せず正しい言葉で返す
子どもを受けとめる対応をす

る

子どもの興味の方に行ってしまう行動に合わせた行動をする

子どもの甘えを受け止め，無理をさせず，様子をみる対応をする

診断により自分の関わりを振り返り．子どもと一緒に会話するなどの関わりに変える 子どもの苦手なことを一緒に

行う対応をする専門家の助言を受けたことで片付けを一緒に行うように変える

他者からの助言で子どもと苦手な音読や遊びを一緒に行うことをする

子どもの行動が障害の症状に

よるものと理解し子どもを否

定しない対応をする

言っていることが理解できない子どもに言葉を変える，絵で説明する 子どもに見通しが立つような

説明をする診断後の助言で子どもの話を最後まで聞く．察する，実際のものを見せる関わりをする

見通しが立たないことが苦手な子どもに買い物の順番を決め，初めに説明する

子どもの衝動性に対し習慣化のため繰り返し言いきかせる工夫をする 子どもの行動を習慣化するた

め繰り返す対応をする予定外のことにパニックを起こす子どもにわざと予定外のことをつくり慣らす関わりをする

子どもの苦手なことを習慣化のため繰り返し説明する

子どもへの対応がうまくいかないことによる苦しい思いをする

子どもの今後の自立のため子どもへの関わり，自分のやるべきこととの両立の方法がわからない思いがあ

る

子どもにとっての良い対応が

わからないことによる苦しい

思いを持つ
子どもの行動の理解対応が

うまくいかないことによる苦

しい思いを持つ子どものどこが障害か，これから何ができるのか理解できない思いが続く

子どもの行動は障害のためと認める思いと認められない思いを持つ

子どもの行動を認められない

ことでの苦しい思いを持つ

子どもへの対応がうまく

いかない苦しさに自分の

感情をコントロールする

子どもの関わりへの悩みは専門家の医師や姉夫婦に相談する 苦しい思いを他者に相談し，

助言を実行する助言を受け子どもへの関わりを理解するために子どもの得意なことを探す行動をする
苦しい思いに感情のコント

ロールをする

自分には理解できないことで泣く子どもに泣かないように怒る対応をする 子どもに感情をぶつける

診断後半信半疑理解不足でも家族の理解を得る説明をする難しさを感じる

周囲に自分がわからない中での子どもの障害の説明は難しいと感じる

自分の説明で家族に子どもの

障害を理解してもらう難しさ

を感じる
落ち込んでいる状況で受診で言われたことを家族に伝え理解してもらう大変さを感じる

家族に子どもの障害について

理解してもらう難しさを感じ

る

子どもの障害について説明するが理解できないことがある祖父母に説明する難しさを感じる
理解できない家族に説明する

難しさを感じる

家族に障害を理解しても

らう難しさを感じ，説明

方法を工夫し伝える子どもの障害を認められない家族に家族の障害理解の必要性を説明する 家族の理解を得るための説明

の方法を考えてから伝える受診で言われたショックなことを家族に説明するため言われたことを確認する

祖父母への説明はうまく伝わらないことがあり必要最低限の内容のみを伝える

家族の理解度と説明内容を考

えてから伝える

子どもの障害を理解できない家族に詳しい説明はしない

理解できない家族には最低限

の説明をする

子どもの問題行動に対する園と同じ園の子どもの母親の反応に嫌な思いをし，他者に理解してほしいとい

う思いを持つ

保育士・幼稚園教諭や同じ園

の子どもの母親に子どもの障

害を理解した対応をして欲し

いと思う
幼稚園の先生から抱っこしないことは愛情不足だったのではないかと言われたことが気にかかる

子どもと自分が関わる周囲の

理解を期待する

幼稚園の先生の子どもを脅すような対応はやめてほしいと思う

子どもの友だちへの問題行動を謝罪し嫌な思いをするが我慢する 周囲の理解のない対応を今後

の子どものため我慢する

周囲の理解を期待し他者

との調整をする

幼稚園の先生の対応の不満で対応のお願いはしない

幼稚園での子どもの問題行動を先生と連絡帳で連絡をとり対応する

子どもの安定した生活のため

子どもと自分が関わる周囲と

の調整をする

受診後は幼稚園の先生に専門家の助言を伝え協力を依頼する

保育士・幼稚園教諭と連絡を

とり対応を依頼する

気持ちのコントロールができない子どもを仕方がないと思う

診断を受け．子どもの言動の原因を理解し仕方がないと思い気持ちが楽になる

診断により子どもの苦手なこ

とへの反応を仕方がないと思

える
子どもが苦手なことは障害によるもので本人が楽しければ仕方がないと思う

子どもの発達を相談し意識していなかった悩みが楽になったと感じる 診断により気持ちや生活が楽

になったと感じる

診断による自分の変化に前向

きな思いを持つ
診断により原因と対応がわかり．生活がスムーズになると楽な気持ちになる

診断を受けたことに対し

て肯定的な思いを持つよ

うになる子どもの発達の気がかりの相談は気持ち．子どもへの関わりを変えるきっかけになると考える

診断は子どもの行動を仕方がない，子どもの関わり方を知るきっかけになると考える

診断は子どもへの対応を変え

るきっかけになると考える

連絡帳により先生の子どもへの関わりや子どもへのフォローがわかり助かる思いがある

保育園に障害の診断を伝え謝罪を受けつらい思いがすっきりする

診断による保育士・幼稚園教

諭の反応の変化に気持ちが楽

になる

診断による他者の反応の変化

を肯定的に思う
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らめられない思いに揺れる》，《診断が違うことを医師

に確認する》体験をしていた。

2）診断後（表2）

　この時期の母親の体験について分析した結果，3次

コード（24），サブカテゴリー（12），カテゴリー（5）

が抽出された。（）内は抽出された数を示す。

（1）【障害の症状と生活環境が子どもの行動に影響するこ

　とを理解し子どもを否定しない対応をする】

　診断後に母親は「今やらなきゃいけないことというの

が…できないというのが，やっぱり障害のあれなのかなっ

て思います」のように〔子どもの行動の問題が障害の

症状によるものと理解する〕，〔子どもの行動を振り返

り，障害の症状があったと理解する〕という《子ども

の行動の問題が障害の症状によるものと理解する》体

験をし，〔自分の関わりが子どもの行動に影響するこ

とを理解する〕，〔生活環境の変化による子どもの成長

発達を理解する〕という《生活環境が子どもの行動に

影響することを理解する》体験もしていた。新たに，

〔自分が意識して見ることで子どもの障害の症状に新

たに気づく〕という《意識的な見方で障害の症状に気

づく》体験をしていた。また，「自分がユ回落ち着いて

それで対応みたいな，優しく接して，ほめて，怒らない

ようにして」のような〔子どもを受けとめる対応をす

る〕，〔子どもの苦手なことを一緒に行う対応をする〕，

「…言葉だけだと理解できないので，絵とかそういうので

足してという形でというのもありますね」のような〔子

どもに見通しが立つような説明をする〕，〔子どもの行

動を習慣化するため繰り返す対応をする〕という《子

どもの行動が障害の症状によるものと理解し子どもを

否定しない対応をする》体験をしていた。

（2）【子どもへの対応がうまくいかない苦しさに自分の感

　情をコントロールする】

　「心持ちの方をおおらかに持とうと思うけど…障害があ

るからって形で納得できる部分もあるし…なかなかでき

ない部分もある」のような〔子どもの行動を認められ

ないことでの苦しい思いを持つ〕，〔子どもにとっての

良い対応がわからないことによる苦しい思いを持つ〕

という《子どもの行動の理解，対応がうまくいかない

ことによる苦しい思いを持つ》体験をしていた。そし

て，「私自身が怒っちゃうんですよ。こういうことがあっ

たんだよってすぐ姉に電話する」のような〔苦しい思い

を他者に相談し，助言を実行する〕，〔子どもに感情を

ぶつける〕という《苦しい思いに感情のコントロール
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をする》体験をしていた。

（3）【家族に障害を理解してもらう難しさを感じ，説明方

　法を工夫し伝える】

　母親は「おばあちゃんには，病院で言語の先生と話を

したことや，医師と話をしたことを伝えるんですけど，

それがまた大変なことで…気持ちが少し沈んでしまうと

いうかがあるじゃないですか。それを家族に伝えなきゃ

いけないので」のような〔自分の説明で家族に子ども

の障害を理解してもらう難しさを感じる〕，〔理解でき

ない家族に説明する難しさを感じる〕という《家族に

子どもの障害について理解してもらう難しさを感じ

る》体験をしていた。そして，〔家族の理解を得るた

めの説明の方法を考えてから伝える〕，〔理解できない

家族には最低限の説明をする〕という《家族の理解度

と説明内容を考えてから伝える》体験をしていた。

（4）【周囲の理解を期待し他者との調整をする】

　母親は「…今までのことを全部話してあって，…脅しっ

ておかしいけれども，それがあった。そういう関わり合

いはちょっとやめてほしいかなって，思ったりもした…

同じ方向性で行きたいっていうのを話したかった…」の

ような〔保育士・幼稚園教諭や同じ園の子どもの母親

に子どもの障害を理解した対応をして欲しいと思う〕

という《子どもと自分が関わる周囲の理解を期待する》

という体験をしていた。そして，「こうなのでこうする

とわかりやすいようですっていうのを幼稚園の先生に伝

えて…ご協力お願いしますということで」のような〔保

育士・幼稚園教諭と連絡をとり対応を依頼する〕，〔周

囲の理解のない対応を今後の子どものため我慢する〕

という《子どもの安定した生活のため子どもと自分が

関わる周囲との調整をする》体験をしていた。

（5）【診断を受けたことに対して肯定的な思いを持つよう

　になる】

　母親は「何回言ってもわからないこととかあるじゃな

いですか。普通の子だとカッとなるんでしょうけど，こ

ういう子だからしょうがないのかなって」のような〔診

断により子どもの苦手なことへの反応を仕方がないと

思える〕，「…原因がわかって，その原因がわかったこと

を徹底してやっていけば普通に事がスムーズにいくんだ

なって思えば，だいぶ楽でしたね」のような〔診断によ

り気持ちや生活が楽になったと感じる〕，〔診断は子ど

もへの対応を変えるきっかけになると考える〕という

《診断による自分の変化に前向きな思いを持つ》体験

をしていた。また，「一番ほっとしたところは，保育園
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に実は広汎性発達障害でしたって言って，ごめんなさいっ

て言葉をもらったときにちょっとほっとした」のような

〔診断による保育士・幼稚園教諭の反応の変化に気持

ちが楽になる〕という《診断による他者の反応の変化

を肯定的に思う》体験もしていた。

IV．考 察

　母親の育児上の体験の特徴と要因について，障害名

を告げられた直後，診断後の時期に分け考察し，支援

を検討する。

1．障害名を告げられた直後の混在する思い

　【診断により子どもの行動とその対応へのわだかま

りがとける】体験に関しては，先行研究では，診断に

よって得られた安心感が母親を勇気づけ，前向きに障

害と向き合うきっかけにもなる12）と報告され，本研究

においても同様な示唆が得られた。この体験は，子ど

もへの対応がうまくいかないことや，周囲から育て方

が悪いというメッセージを受けていた母親が，子ども

の発達に何かしらの障害の疑いを持ち，診断を受ける

ことで，自分の育児がすべての原因ではないと納得し

たことが影響していると思われる。一方では，【障害

の診断に悲観的な感情を持つ】体験をしていた母親が

いることも示された。これは，母親自身が育児の中心

は母親と考えていることで，これまでの育児や将来を

否定されたような思いを持っていることが影響してい

ると思われる。そして，母親は【診断により子どもの

行動とその対応へのわだかまりがとける】体験をしな

がらも【診断を受け入れる思いとあきらめられない思

いに揺れ，医師に確認する】体験をしていることが示

された。これは，母親も発達障害に関する知識がない

ことと，親として持っている子どもの成長発達を期待

する思いが影響していると考えられる。

　先行研究において，発達障害児をもつ母親は，子ど

もの行動上の問題が気にかかってから受診までの時期

は，母親にとって，最もつらく支援が必要であった5・13）

といわれている。このような母親のこれまでの育児を

ねぎらう・思いを汲み取る支援は，これまでの育児へ

のわだかまりがとける体験につながると考える。また，

わだかまりがとける体験と相反する思いを抱える母親

がいることをふまえ，受診の際だけではなく，母親が

気軽に相談できる機会を提供するなどの支援が必要で

あると思われる。

小児保健研究

2．診断後の母親の前向きな変化

　この時期に母親は【障害の症状と生活環境が子ども

の行動に影響することを理解し子どもを否定しない対

応をする】や【周囲の理解を期待し他者との調整をす

る】などのように子どもの障害を理解した育児上の体

験をしていた。これは，診断を受けたことで，子ども

への対応がうまくいかない原因を理解できたことや受

診を繰り返す中で，子どもに合った対応を理解できた

ためであると考える。そして，その対応の成果を実感

できたことにより【診断を受けたことに対して肯定的

な思いを持つようになる】体験につながったと考える。

先行研究において，注意欠陥多動性障害児をもつ母親

は，子どもの望ましい行動に対しては暖かい気持ち，

保護したい気持ちが上昇していた11）といわれているよ

うに，子どもへの対応の成果が気持ちを楽にしていた

と思われる。それだけではなく，「原因がわかったこと

を徹底してやっていけば，普通に事がスムーズに行くと

わかって楽になった」との語りがあるように，子ども

との生活も楽になったことが要因であると考える。

　以上のことから子どもの行動上の問題への対応に悩

む母親に対して，診断を受け，子どもの障害を理解し，

その子どもに適した対応をしたことにより，前向きな

体験をした母親がいることを伝えていくような支援が

考えられる。それにより，母親が安定した生活を送る

ことが可能になると推察される。

　しかし，この時期にも【子どもへの対応がうまくい

かない苦しさに自分の感情をコントロールする】体験

をしていた。同様に，先行研究67）においても，子ども

への接し方が育児不安の要因となっていると述べられ

ている。これは，「相談はしているけど成長で変わるか

ら難しい」と母親が語るように，子どもの成長発達や

環境で対応が変わることや受診までの間隔が長く，相

談したいときに相談できないことが影響していると考

える。よって，母親が診断により子どもへの対応の助

言を受けてからであっても，子どもの成長発達に合わ

せた対応を模索し育児に不安な思いを抱えていること

がいえる。

　これらのことから，支援としては，母親が子どもへ

の対応に苦慮し，相談したいときに相談できる場の整

備とともに，そのような場があることを情報発信して

いくことが求められる。また，今後子どもの成長発

達に伴って生じる育児の問題や，その時期に合った

個々への対応についての情報を提供する支援が必要と
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なる。その際に，同様に，発達障害児をもつ母親と話

をする機会，すなわち患者会の紹介も有効な支援にな

るのではないかと考える。

3．研究の限界と今後の課題

　今回，カテゴリー名を抽象的に表現することで，対

象者の体験の特徴が見えなくなったため，具体的な表

現を心がけた。また，複数の疾患を対象としたことか

らも結果の解釈には限界がある。今後，疾患による特

徴や障害名を告げられた直後と診断後の母親の体験の

関連性等を明らかにし，発達障害児をもつ母親への継

続的な支援の方法を検討していきたい。

V．結 論

　発達障害児をもつ母親を対象に子どもの出生から就

学までの育児上の体験を明らかにすることを目的と

し，発達障害児をもつ母親13名に面接を行い，質的に

分析を行った。今回，子どもが診断を受けてから就学

までの育児上の体験について分析した結果　8つのカ

テゴリーが抽出された。

　障害名を告げられた直後は，【障害の診断に悲観的

な感情を持つ】，【診断により子どもの行動とその対応

へのわだかまりがとける】，【診断を受け入れる思いと

あきらめられない思いに揺れ，医師に確認する】の3

カテゴリーが抽出された。

　診断後は，【障害の症状と生活環境が子どもの行動

に影響することを理解し子どもを否定しない対応をす

る】，【子どもへの対応がうまくいかない苦しさに自分

の感情をコントロールする】，【家族に障害を理解して

もらう難しさを感じ，説明方法を工夫し伝える】，【周

囲の理解を期待し他者との調整をする】，【診断を受け

たことに対して肯定的な思いを持つようになる】の5

カテゴリーが抽出された。

　支援として，子どもの成長発達に伴って生じる予測

可能な問題についての情報やそれらへの時期に合った

対応についての情報を，母親に提供できる場や，母親

が相談できる場の整備などの必要性が示唆された。
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